
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる取
り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

Vol.33

Vol.5見守
り、つな

ぐ民生児童委員

当社は 1935 年の創立以来、地域の皆さまに支えられながら事業を展開
し、グローバル企業として成長してきました。

従業員の多くの子どもが市内の学校に通っていることもあり、当社も「子
ども 110 番の家」として登録を受けています。特に岐阜南工場は周囲が
児童生徒の通学路となっているため、声掛けを行い、登下校時にけががあ
れば応急処置をするなど、見守りをしています。

いじめについては「安全あいさつ運動」での見守りに加え、スポーツや
芸術のクラブで指導者をしている従業員を通じて、友達との助け合いの大
切さやいじめの重大さを伝えています。

毎朝子どもたちの元気な笑顔とあいさつに、我々も活力をもらっていま
す。この活動を続けることで子どもたちの笑顔を応援したいと思います。

● KYB 株式会社　岐阜南工場

問合先　子育て支援課

従業員の皆さん

桜ケ丘民生児童委員協議会　会長　森よう子 さん

民生児童委員になって多くの人と関わる機会ができました。誠意を持っ
ていつも笑顔で接することで、確かな信頼関係ができつつあると感じて
います。

ある寒い朝、スリッパのまま路上でうずくまっている高齢者がいまし
た。家までの帰り道が分からず困っている様子で、民生児童委員同士で
連絡を取り合い、地域の人とも連携して、無事に家まで送り届けること
ができました。人と人とのつながりが薄れ、民生児童委員の活動も多様
化していますが、誰かの役に立てたり、地域の皆さんから相談を受けた
時にはとてもやりがいを感じます。

民生児童委員は一人暮らしの高齢者などを毎月訪問していますが、そ
の際に「森さんと話すと、もやもやが吹き飛ぶから、これからも民生委
員を続けてね」と声を掛けられました。この一言が私の活動の支えになっ
ています。

高齢者の自宅を訪問する森さん（左）

地域の身近な相談役として、必要な支援をしてくれる民生児童委員。今年、民生委員の制度は創設100周
年を迎えました。今回は民生委員として活動する森さんにお話をうかがいました。

問合先　福祉課

問合先　健康増進課

年末年始はごちそうを食べる機会も多く、体重が増えてしまった人も多いかもしれません。運動をしたいけれど、
外は寒いし…。そんな皆さん、家の中で筋力トレーニングをしてみませんか。筋肉量が減ると、次のような問題が生
じます。今回は室内でも手軽に行うことができるスクワットを紹介しますので、ぜひチャレンジしてみてください。

筋肉量が減ると… スクワット
・基礎代謝量が減り、太りやすい体になります
・腰痛や膝痛を起こしやすくなります
・すり足や O 脚になり転倒しやすくなります
・姿勢が悪くなり、実年齢より老けて見えてし

まいます

下半身を中心とした広範囲の筋肉を鍛えるトレーニングです。

筋力トレーニングで燃えやすい体づくり

筋肉量は 20 歳をピークに減少しますが、
筋力トレーニングをすることで、80 歳以
上の人でも筋肉量を増やせます。

足を肩幅に開き、
椅子の背もたれに
手をかける

膝がつま先から出な
いよう、呼吸を止めず
にゆっくりと曲げる

わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.34止防
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